
①栽培の準備（種を蒔くまで）

●用意するもの

②絹糸草を育てる（種を蒔いてから）

□ ブリスタートレイに水を張る。（上記の水量目安を守って下さい）

□ 絹糸草の種を蒔く。（均等に種を蒔き、霧吹きで湿らせて下さい）

□ 保水剤を水に溶かし、保水ゲルを作る。（下記の保水剤・種量目安を守って下さい）

1-4.平らに均した保水ゲルの上に絹糸草の種を蒔きます。指先で種を揉む様にしながら、トレイ全体に種と種
の間隔が均一になるように蒔いて下さい。種を蒔いた後、霧吹等を使い、種を湿らせて下さい。※霧吹きはトレ
イから20cm程度離して、保水ゲルに種がうもれない程度に慎重に吹きかけて下さい。

1-2.水を張ったトレイに、少しずつ保水剤を入れて下さい。保水剤は、水に触れた瞬間に溶け出してゲル状にな 
りますので、一箇所に偏らないようにまんべんなく均等に入れて下さい。※保水剤を一箇所に偏った入れ方をし
てしまうと溶け切らずダマになってしまう原因となります。

1-3.保水剤がゲル状になり、水に溶けにくくなったら残りの水を足しながら棒（割り箸等）を使い、水に溶かすよう
にかき混ぜて下さい。完全に保水剤を溶かした後に、保水ゲルの表面を平らに整えて下さい。※保水ゲルがトレ
イから溢れないように、慎重にかき混ぜて下さい。保水剤がダマになった場合は、棒（割り箸等）でダマを潰し、平
らに均して下さい。保水ゲルが平らでないと水を注す際に、種が偏ったり、保水ゲルに埋もれて発芽しにくくなる
原因となりますので、ご注意下さい。

※計量カップ内で保水ゲルを作り、トレイに流し込む方法でもお作りいただけます。その際は水量目安を守り、保
水剤を棒でよくかき混ぜ、全量をトレイに流し込んでください。

1-1.計量カップに上記各プランター水量目安分の水を用意し、計量カップから何も入れていないブリスタートレ
イの半分まで水を張って下さい。※水の分量を間違えると発芽しにくくなりますので、ご注意下さい。

絹糸草（キヌイトソウ）は牧草等に良く使われ、成長すると細長い葉が40～50cmになります。気温20℃以上で発芽し、種を蒔け
ば一年中いつでも育ちます。（発芽まではおよそ1～2週間ほどかかります。）

□ 発芽するまで（芽が生えるまでは、霧吹きで小まめに、種を湿らせて下さい）
2-1.種を蒔いた後は、直射日光の当たらない風通しの良い場所にプランターを置いて下さい。また、保水ゲル
を乾燥させないように一日に数回霧吹きで少量の水をやり、種が湿っている状態をキープするようにして下さい。
※保水ゲルを乾燥させたり、種がゲルの内側に埋もれてしまうと、種が発芽しにくくなる原因となります。

□ 発芽してから（芽が生えてからも、水やりは慎重に行って下さい）
2-2.絹糸草が発芽した後も、保水ゲルが乾燥しないように、定期的（一日2～3回程度）に水をやって下さい。ある
程度芽が生えた後でも、絹糸草を倒さないようにトレイの隅から保水ゲル全体に水が染み込むように慎重に水
を注いで下さい。また、伸びすぎた絹糸草はハサミなどで先端を刈ると見栄えが良くなります。※カットする際は、
芽を倒さないように慎重に刈って下さい。

●軽い汚れは、市販のプラスチック消しゴムで汚れを落とすことができます。ただし、消しカスには樹脂を柔らかくする作用がありますので、お手入れ後は、消しカスをき
　ちんと取り除いて下さい。また、消しゴムでは取れない汚れは、市販の中性洗剤を薄めたもので、軽く拭き取って下さい。
●保水剤は食べ物ではありません。小さなお子様がいる場合は保水剤を食べないようにご注意ください。万が一飲み込んだ場合は医師にご相談ください。
●保水剤を廃棄する場合は各自治体の指示に従って廃棄してください。 

□各プランター 水/種/保水剤量目安

芽が生えるまでは、
霧吹きで水をやる。

霧吹きは、トレイに
近づけすぎない。

5分目まで、水を張る。

・かき混ぜ棒・霧吹き

保水剤を少しずつ均等に
振りかける。

水を足しながら、
掻き混ぜる。

・ブリスタートレイ

水と保水剤の分量に注意して下さい。

水のやり方に注意して下さい。

水

35 ml
70 ml
※70 ml
70 ml
150 ml
※70 ml

各1/2袋
各1袋
※各1袋
各1袋
各2袋
※各1袋

種/保水剤 小袋

水量種/保水剤量プランター種類
Square Small

Square large

Rectangle

Square

Rectangle

Circle

【picture】 

【factory】 計量カップ
（割り箸等）

※ブリスタートレイ、一個あたりの目安量です。

（ご自身でご用意下さい）
ご自身で

ご用意下さい
種・保水剤セット
各2袋入りプランター本体付属品


